
取組概要 成果指標

全ての子どもたちが、明るく落ち着いた教育環境の中で、生き生きと学習に取り組み、
学びを深め、友だちと交流しながら、心身ともに健全に成長できるよう、本市において
は、何よりも優先して、子どもの安全・安心と教育を受ける権利の保障に努めるという
強い決意を示し、具体的な取組を進める。
いじめ・問題行動等を防止する「学校安心ルール」の取組は、子どもが自らを律する

ことができる力の育成をめざすものであり、全ての子どもたちが、安心して成長できる
安全な学校環境の実現を支えるものである。このような、子どもが自らを律することが
できる力の育成とともに、減災教育などを通しながら、安全を守るために主体的に行動
できる力の育成もめざす。
また、児童生徒の放課後の活動においても不安が生じることが無いよう、様々な放課
後施策や地域の活動との連携協力を進める。

成果・評価

目標１ 子どもが安心して成長できる安全な社会（学校園・家庭・地域）の実現

施策１ 安全で安心できる学校、教育環境の実現

教育振興基本計画 施策ごとの検証結果

指　　標 目標値
（令和３（2021）年度末）

不登校の割合

【大阪市問題行動調査】

いじめの解消率

【大阪市問題行動調査】

「学校のきまり・規則を守っていますか」に対して肯定的に回答する
児童生徒の割合

【全国学力・学習状況調査】

小：91.0％
中：94.0％

小：0.4％（在籍比率）
中：3.7％（     〃    ）

小：95％
中：95％
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成果・評価

不登校の割合については、全国と同様に不登校児童生徒在籍比率が増加しており、目標達成には至っていない。未然防止・早期発見に向けた取組を
進め、学校への登校に向けた支援を行うとともに、家庭との連携をさらに進め、教育支援センターの設置やＩＣＴの活用などにより、不登校児童生徒の学習
機会の確保に向けた取組も充実させていく。
いじめの解消率は、小学校は目標を達成しているものの、中学校で目標を達成できていない。また、小中ともに下降していることから、ICTの活用やいじ
め第3者委員会の活用など新たな取り組みを進めていくこととする。
学校のきまり（規則）を守れているかについては改善傾向にあり、中学校では令和元年度の時点で目標を達成している。
一人一人の児童生徒の実態を的確に把握し、それぞれに応じた指導・支援を行い、安全で安心できる環境の実現をめざし取り組んでいく。
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